
─ 93 ─

大東文化学院の学生帽子 ─角帽（帝大型）である理由を探る─

【エッセイ】

大東文化学院の学生帽子
─角帽（帝大型）である理由を探る─

昼間　良次
　今では、学生服を着る大学生は皆無で、日常的に着用するのは応援団くら

いでしょう。しかし、その名の通り、以前は学生の象徴でした。学生帽子も

同様です。

　応援団に所属し学生生活を送った私は、詰め襟の学生服を４年間着用して

過ごしました。団旗を揚げる際には、学生帽子（以下、学帽）を着用する決

まりになっています。入団した際に応援団の決まりが多数あり、その内の一

つに「学帽は帝大型」である旨が「大東文化大學全學應援團 教本」に定め

られていました。また、私立大学では大東文化大学（以下、大東）だけが帝

大型を着用できる、と先輩から教えられた経験があります。

　帝大型とは、上部（天井）の四角い帽子、すなわち角帽です。他大学応援

団と応援合戦をする機会には各大学が団旗を揚げるので、その際には学帽を

着用する姿が見られます。他大学の多くは角帽でなく、丸型が多かった記憶

があります。しかし、なぜ型が違うのか疑問に思うことはありませんでした。

帝大型を着用しそれが大東だけなのだと教わっていて、理由が分からないな

がらも、それが何とも誇らしかったように思います。その後、無我夢中で応

援団員生活を送り、学帽のことはほとんど意識することがありませんでした。

　平成 29 年（2017）の春、足立区生涯学習センター（北千住）が主催する

教養講座（講師：お茶の水女子大学 難波知子 准教授）があり、学校制服の

歴史を知る機会がありました。日本の学校制服の由来と変遷を服飾史の中に

位置付ける講演内容で、聴くこと全てが新鮮に感じられ驚くことばかりでし

た。私自身は学生服に詳しいつもりでしたが、その歴史や経緯、意味につい

ては全く説明できないことに気付いたのです。そして、大東の学帽が帝大型

である理由について、深く考えることなく疑問にすら思っていないことを意
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識することになります。

　卒業して 20 年余り経ち、大東の歴史に関心が向いています。調べてみると、

その輝かしい歴史を知り、ふつふつと勇気が湧いてきます。調べる度に伝説

や神話に触れ感動すると同時に、人に伝えたいという思いが強くなるのです。

学帽の由来を知りたくなり、一念発起して調べることにしました。

　帝大型とは学生帽のルーツで、明治 19 年（1886）に東京大学が帝国大学

となり、その際に角帽を制帽にしています。黒ラシャ（ウール）の角帽は以

後各公立・私立大学の制帽の標準型になります。そこから派生した学校には

第一高等学校（現・東京大学教養学部）があり、同年に丸型帽子（海軍士官

の軍帽型）を採用します。その 2 年後には、側面に細い白線 1 本を巻くよう

に改良されます。これが中学・高校の制帽の標準型になっていき、一高型と

称されます。他にも、第三高等学校（現・京都大学）は腰に細い白線 3 本を

巻いたドイツ型（陸軍軍帽型）で、三高型と称され小学校の制帽の標準型と

なりました。他にも慶應型、角帽（早稲田型）があります。

　それでは、大東が角帽（帝大型）を着用する根拠は何なのでしょうか。調

べてみると、昭和 2 年（1927）2 月改訂「学生服制」で定められていること

が判りました。その由来についても、エピソードが紹介されています。大東

文化学院が開校した大正 12 年（1923）直後の話として、入学後に全員が伊

勢参宮する恒例行事があり、その際に統一した服装にする為、制服を黒の詰

め襟とし、帽子は帝大型と早稲田型の２つを検討して、線の柔らかい菱形の

帝大型にした、というのです 1。

　これを読む限り、角帽にすることは間違いなく、その中でも特徴的な２つ

の型の中から帝大型を採用したと理解できます。当時の学制において大東文

化学院は専門学校で、現在で言えば大学の学部相当と考えられます。なぜな

ら、昭和 24 年（1949）の新制大学令により、それまでの専門学校（旧制）

は一斉に大学に昇格するからです。角帽は大学生の象徴であり、条件的には

1　大学新聞「大東文化」（昭和 47 年 2 月 1 日、第 236 号 1 面「母校の半世紀」）
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大東文化学院の学生も角帽を着用する対象であったといえます。

　そして、学生の時に聞いていた「私立では大東だけ」という資料について

も、関係する記述を見つけました。昭和 48 年（1973）に発行された学生自

治会の機関誌「緑桐」で、その口絵に学帽が紹介されており「この学帽は文

部省において認められ　日本では大東と帝大の二つである」と説明してあり

ます。

　ここで疑問に思うのは、大東が角帽（帝大型）を制帽とするには、文部省

の認可が必要なのか、文部省が扱う事案なのか、ということです。確かに、

明治 16 年（1883）に東京大学が学帽を定める際、文部省に許可願いを出し

ています。その 3 年後、帝国大学となり、制服制帽を定める際には文部大臣

に伺書を出します。それは官立大学だからであって、私立専門学校である大

東文化学院にも許可が必要だったのか。

　いくつかの仮説が立てられます。官立の象徴である帝大型を学帽に採用す

るので、文部省に許可を得る必要があった。あるいは、当時は制帽を定める

際、官立と私立を問わず文部省の許可（あるいは届出）が必要であった。さ

らに、大東文化学院は帝国議会の決議に基づくかたちで設立され、官立と同

じ扱いとして文部省の許可をもらえた。

　この度の調査では、結論を導き出すには到りませんでした。今後は帝大型

に定められた経緯を文書類で確認する必要があります。加えて、他大学の学

帽の採用例を把握し、私立では大東だけが帝大型であるのか。さらに、そも

そも帝大型と早稲田型の他に異なる型が存在するのか、例証すべき課題です。

　本稿で考察した大東の学帽に関して、何かご存知のことがありましたら、

この機会にご教示を頂ければ幸いです。
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図版１　大東文化学院（大東文化大学の前身）の学生が被る角帽（帝大型）
キャプションには「明治神宮に参拝。昭和 7（1932）年」とある。

〔「大東文化大学創立 80 周年記念誌」（平成 15 年 9 月 20 日）より〕

図版２　大東文化学院（大東文化大学の前身）の角帽（帝大型）
キャプションには「当時の大学生や専門学校生は、皆詰襟の学生服に学生帽の出で立ちだっ
た」とある。

〔「大東文化大学創立 80 周年記念誌」（平成 15 年 9 月 20 日）より〕
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図版４　角帽（帝大型）を紹介する口絵（写真）
キャプションには「この学帽は文部省において認められ

日本では大東と帝大だけの二つである」とある。
〔大東文化大学緑桐委員会編「緑桐」（第 5 号、昭和 48 年 4 月）より〕

図版３　学生服制（昭和 2 年 2 月 20 日改訂）　大東文化学院
「（一）帽子　2　型　　角帽（帝大型）」とある。

〔「大東文化大学五十年史」（昭和 48 年 9 月）より〕
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図版５　角帽（帝大型）を着用する経緯を語る影山 誠一さん
「本科第 1 期（大正 13 年―昭和 2 年）卒、現在本学文学部長、文学博士、千葉県出身」とある。

〔大学新聞「大東文化」（昭和 47 年 2 月 1 日発行・1 面）より〕
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Daitō Bunka Gakuin’s Student 
Cap：On the Significance of Its 

“Teidai-gata” Shape
Ryoji Hiruma


